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令和７年度 入札監視委員会（第２回）議事概要 

  

陸上自衛隊  

開 催 日 及 び 場 所 
令和７年７月７日（月） 
陸上自衛隊久里浜駐屯地 

委      員 
   (◎：委 員 長) 

 梅村 靖弘（大学教授）     
苑田 浩之（弁護士） 
田才  晃 （大学名誉教授） 

◎細田 孝一（大学名誉教授）    
松本 次夫（税理士・公認会計士） 

（敬称略：五十音順） 

 

Ⅰ 防衛省発注機関が発注する建設工事等に関する審議 

審 議 対 象 期 間 令和６年４月１日～令和７年３月３１日 

  審 議 対 象 件 数  １４６件 

１． 入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について） 

抽 出 案 件 ３件 
（審議概要） 

・契約状況、指名停止措置状況につ

いて説明 

 

・抽出案件の概要説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建 
 
設 
 
工 
 
事 

一般競争（政府調達協定対象)
 

０件 
 

一般競争(政府調達協定対象外) 
 

３件 
 

企 画 競 争 方 式 
 

０件 
 

随 意 契 約 方 式 
 

０件 
 

建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務等 ０件 

 意 見 ・ 質 問 回     答 

○委員からの意見・質問 

○それに対する回答等 

 

 

 

 

① 北富士（６）９６号建物内装等改
修工事 

(一般競争入札方式(政府調達協定対
象外)) 
② 北富士（６）６９号建物内装等改

修工事 
(一般競争入札方式(政府調達協定対
象外)) 
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北富士駐屯地の一般競争契約で１

者応札になったものを見ると、契約
額上位１０件中９件は本件契約業者
が契約しており、かつ落札率は１０
０％のものもあるし、それ以外も落
札率が極めて高い。複数者が応札し
た場合は落札率が下がり、本件契約
業者が１者応札となった場合は高い
落札率となっている。これでは、本
件契約業者と特別な関係にあるよう
に疑われかねないと思うが如何。 
 
 
 
 
事前説明では、他業者の聞き取り

結果としてスケジュールが合わなか
ったとあったが、場所の問題か。 
 
 
複数者が応札した案件と公告の掲

載方法が違ったのか。同じであれ
ば、参入するのではないか。 
 
落札率が高いのは、予定価格算定

の際、本件契約業者からの見積書を
参考にしているからか。 
 
高額の案件は他の業者が落札して

いるが、比較的安価な案件は本件契
約業者が結果的に落札しているとい
う認識でよいか。 
 
小規模工事が多いが、契約時期も

近いので、事業区分や予算区分の制
限が無ければ、まとめて工事規模を
上げ、大きな業者が参入したくなる
ような魅力を高めることも一案。ま
たインターネットへの公告掲載だけ
でなく、業者に幅広く声掛けするこ
とにより、入札に緊張感が高まると
思われる。 
 
変更契約は特別な事情があって当

初の契約内容から増額変更している
と思うが、事情を説明してほしい。 
 また、本事情は事前に想定出来な
かったのか。 

 
近傍業者に入札に参加しなかっ

た理由を聞き取りしたところ、同じ
自衛隊施設でも、規模の大きい富士
学校や滝ケ原駐屯地の契約を優先
した結果であると回答を得ている。 
また、北富士駐屯地は南都留郡忍

野村に所在し、近隣に作業員や技術
者の数を確保している業者が少数
という特性があり、一般競争入札を
実施しているものの、入札参加者が
低調となっている。よって、本件契
約業者を優遇しているといった事
実はなく、特別な関係は存在しな
い。 
 
場所だけではなく、スケジュール

も合わなかったと聞いている。今後
は公告期間の延長、掲載場所の確保
等による参入業者の拡大に努める。 
 
公告の掲載方法に相違はないが、

結果的に１者応札となった。 
 
 
認識のとおり。 
 
 
 
認識のとおり。 
 
 
 
 
承知した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
既存の建物の改修工事であり、工

事に着手して初めて改修を要する
部分が判明したという事情により、
増額の変更契約が生起した。また、
設計業者側にも施工業者側にも事
前に想定できない部分であった。 
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③ 本部庁舎他外壁改修工事 
(一般競争入札方式(政府調達協定対
象外)) 
 
予定価格算定にあたり、市場価格を
参考にしているとの事だが、どの業
者から参考見積を徴取したか。 
 
参考見積を依頼した時点である程

度業者が絞られていて、その業者が
入札に参加することで、予定価格も
予想しやすく、落札価格も高くなる
状況になる。参考見積の幅広い取
得、例えば入札に参加しない業者に
も参考見積を依頼する等、入札に緊
張感を与えるような工夫を、可能な
範囲でしてもらいたい。 
 
予定価格算定にあたり、積算項目

の中で各種共通費の率が細かく記載
してあるが、根拠は如何。 
 

 
 
 
 
入札参加申請があった２者から

徴取している。 
 
 
承知した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公共建築工事積算基準を根拠と

している。 

  

委員会による意見の 
具申又は勧告の内容 

特に意見なし 

２． 談合疑義案件の処理状況について 

   談 合 疑 義 案 件 総件数      ０件 （審議概要） 

 

 

 

 

 

工 
 
事 

 談  合  情  報                   ０件 

 点 検 結 果 疑 義                   ０件 

業 
 
務 

 談   合   情   報                   ０件 

 点 検 結 果 疑 義                   ０件 

○委員からの意見・質問 
 
○それに対する回答等 

      意 見・質 問         回     答 

なし なし 

委員会による意見の 
具申又は勧告の内容 なし 

３． 入札結果の事後的・統計的分析結果について 

   審 議 概 要   なし 

○委員からの意見・質問 
 
○それに対する回答等 

      意 見・質 問         回     答 

なし なし 

４． 再苦情処理（再説明請求回答） 

・該当案件なし 
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Ⅱ 防衛省発注機関が締結する契約（建設工事等を除く）に関する審議 

審 議 対 象 期 間 令和６年４月１日 ～ 令和７年３月３１日 

審 議 対 象 件 数 ９，５６５件 

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について） 

抽 出 案 件 総件数      ４件 （審議概要） 

・抽出事案の概要説明 

 

一 般 競 争          １件 

指 名 競 争          ０件 

随 意 契 約          ３件 

 意 見・質 問 回    答 

○委員からの意見・質問 

 

○それに対する回答等 

① 重油特種１号バルク 
（一般競争契約（１者応札））  
 
変更公告における変更後の数

量 1,172KL と調達要領指定書の
数量 1,170KL の違いは何か。 
 
 
予定価格算定の際の市場価格

調査は日本石油販売株式会社と
阪和興業株式会社の２社から徴
徴収したか。 
 
 
競争性を高めるためのお声掛

けはしたか。 
 
 
 
 
 
 
 
阪和興業株式会社の郵便入札

が遅れた理由は。 
 
 
重油の入札は今回１回限か。 

 
遠方からの参加者もあると思

うが、輸送費は込みでの契約に
なったか。 
 
② 器材等の外注修理（人体ダミ

ー） 
（随意契約（公募・企画競争時
１者応募）） 
 
今回、開発実験隊の装備品だ

が、人体ダミーか。 
 
 
今回は、器材（人体ダミー）

 
 
 
変更公告に使用した最終的な調達

要領指定書を送付していなかった。
最終的に契約したものは1,172KLであ
る。 
 
認識のとおり。 

 
 
 
 
 
通常、重油の調達は、防衛省にお

いては装備庁で入札をしているが、
３四半期分が契約不調になり、駐屯
地単位で必要最小限の緊急調達を実
施することとなった。その際、不慣
れということもあり、公告の掲示及
びインターネットの掲載のみで参加
業者を募り、入札を実施した。 
 
阪和興業株式会社の決裁スケジュ

ールの関係で発送が遅れた為である
。 
 
認識のとおり。 

 
輸送費も含む契約である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
国の装備品である装甲車を決める

にあたり、爆破の試験に使用する人
体ダミーである。 
 
そのとおりである。当初、購入を
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の修理か。 
 
 
 
人体ダミーは契約業者である

株式会社共和電業が制作してい
る制品か。 
 
 
防衛関連業者の競争幅を広げ

ていかなければならないところ
ではあるが、専門性の高さか
ら、株式会社共和電業以外には
修理の目途がないということ
か。 
 
 
今後、日本企業が参加する専

門性の高い防衛省関連の調達で
競争性を高めていく可能性はあ
るか。 
 
 
参加業者の幅を広げることで

既存の業者に緊張がはしり価格
の抑制に繋がると聞いたことが
ある。 
 
特許等の問題もあるのでよく

確認する必要があると思われる
が、本体と計測器を分離してそ
れぞれ発注すれば安くなるので
はないか。調べてみる必要があ
る。 
 
ダミー１体あたりの金額が

1,700 万円と高額だが、143 ペー
ジの調達要領指定書に人体ダミ
ー１体あたりの部位が８項目記
載されているが、見積が妥当で
あったか確認しているか。 
 
ＴＶ等で放送される衝突試験

のダミー人形とは技術的には違
うのか。 
 
 
日本のメーカーで作っている

か。 
 
 
 
③ 旅客 
（随意契約(競争性がないもの）） 
 
この案件は、民間の方が使用

する定期航路と同様のものか。 
 
車両はどのような車種を輸送

しているのか。 
 
自衛隊の移動のために、定期

検討していたが、予算の確保ができ
ず、陸上装備研究所で保有していた
ものを修理して使用していた。 
 
株式会社ヒューマネティクスとい

アメリカの会社の制品で、人体ダミ
ーのセンサーを制作しているのが株
式会社共和電業である。 
 
今回の場合、ＳＴＡＮＡＧ４５６

９の基準においてこの人体ダミーを
使用するよう規定がされておりまし
た。その為、他の業者に確認しまし
たが、そちらと契約したとしても結
局は株式会社共和電業に委託するこ
とになると確認している。 
 
試行錯誤しているところだが、担

当者レベルでは様々な業者に取り扱
いの可否を確認することしか出来な
い。 
 
 
承知した。 

 
 
 
 
承知した。 

 
 
 
 
 
 
見積は細かいところまで確認して

いる。高額になった理由は修理部品
の他にダミーセンサーの校正、ダミ
ー検定、ダミー人形検査等の費用を
含んでいる為である。 
 
 
基本的には同じだが、今回は爆破

なので衝突よりも高度なセンサーを
使っていたり関節部分セッティング
の仕方が違っている可能性がある。 
 
調べた範囲では、株式会社ヒュー

マネティクスの製品で米国の政府機
関と株式会社共和電業が共同開発し
た製品である。 
 
 
 
 
そのとおりである。 

 
 
小型から中型、大型と多種多様な

車両を輸送している。 
 
陸路移動より安全性が高いこと、
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船の年間契約を行っている事を 
知らなかったので、認識した。 
 

 
海自の船を使用して輸送でき

ないのか。 
 
④ 日米共同使用料 
（随意契約(競争性がないもの）） 
 
日米共同使用料とは、自衛隊

側が使用する光熱水料という認
識でよいか。 
 
支払い金額の決定にあたって

は、各使用量を示すメーターが
米軍と自衛隊で分かれていて、
それぞれの使用料が明らかにな
っているという認識でよいか。 
 
米軍が請求する金額は、米軍

と各サービス提供者（電気：東
電、上下水道：各自治体）のも
とで合意された単価を根拠とし
て算出され、日米の協定書に基
づき請求されているという認識
でよいか。 
 
座間駐屯地の光熱水料は、米

軍キャンプ内に駐屯する以上、
米軍と分離することはできな
い、すなわち自衛隊独自での契
約行為ができないという認識で
よいか。 
 

一度に多くの隊員を輸送できること
、又、安価であることもメリットと
してフェリーを利用している。 
 
海自の協力を得られれば可能であ

る。 
 
 
 
 
認識のとおり。 

 
 
 
認識のとおり。 

 
 
 
 
 
認識のとおり。 

 
 
 
 
 
 
 
認識のとおり。 

 

委員会による意見の 

具申又は勧告の内容 
特に意見なし 

 
 

２．談合疑義案件の処理状況について 

談 合 情 報 件 数 ０件 
（審議概要） 

・該当案件なし 
○委員からの 

意見・質問 
意 見・質 問 回    答 

○それに対する 

回答等 

  

なし 

 
 

委員会による意見の具申又

は勧告の内容 
 

 

３．再苦情処理（再説明請求回答） 

・該当事案無し 

 


